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海
外
日
誌
（
＋
三
）

山
本

一
清

働
月
蹄
日
（
火
）

　
朝
十
時
、
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
會
勉
の
車
な
雇
ひ
、
リ
ニ
ア
ン
通
の
第
七
番
地

に
移
難
す
。
之
れ
が
ケ
ン
プ
リ
ヂ
で
吾
々
の
第
四
番
目
の
家
で
あ
ろ
が
、
こ
ん
、
こ

に
、
コ
ン
〃
－
1
ー
ト
三
階
建
の
近
代
式
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
入
口
に
近
い
部
分
で

室
数
匡
三
、
ほ
か
に
浴
室
も
台
所
も
申
し
分
匡
な
い
Q
家
圭
の
ホ
ラ
ン
ド
一
家
に

今
朝
早
く
ニ
ウ
．
ハ
ム
プ
シ
ヤ
ー
の
夏
家
に
二
つ
染
筈
。

　
午
茄
仮
ぱ
天
文
．
建
り
ふ
ビ
、
圖
書
【
室
で
プ
ラ
ク
氏
に
會
つ
六
。

　
夕
方
ば
散
歩
。
リ
ニ
ア
ン
通
り
に
火
事
騒
ぎ
が
あ
っ
て
、
ポ
ン
プ
が
澤
山
集
ま

つ
れ
り
し
六
が
、
火
元
に
分
ら
な
か
つ
六
〇

七
月
＝
日
（
水
）

♪
薪
し
い
家
の
始
め
て
の
朝
な
、
早
く
起
き
、
九
時
牛
か
ら
天
文
墓
へ
行
く
。
（
天

丈
毫
ま
で
ほ
約
五
丁
。
近
い
の
で
、
今
日
か
ら
に
正
午
に
食
事
の
潤
め
婦
糊
す
ろ

こ
定
、
す
る
．
）
）

　
夕
方
、
安
藏
氏
來
訪
、
夜
レ
デ
ナ
な
嬉
の
上
の
棚
に
据
え
付
け
、
今
ニ
ゥ
ヨ
ー

ク
で
開
か
れ
て
る
る
デ
モ
〃
ラ
ト
慮
の
大
會
な
総
く
Q

　
い
よ
一
議
ろ
九
月
十
日
ニ
ウ
ヨ
ー
ク
出
帆
の
フ
ソ
ン
チ
・
ラ
イ
ン
線
パ
可
一

號
に
乗
ろ
ご
決
定
〇

七
踊
三
日
（
木
）

　
レ
デ
オ
の
電
池
を
新
調
し
れ
、
め
、
成
績
大
へ
ん
宜
し
り

　
夜
、
豪
所
で
窟
眞
の
焼
き
付
け
た
す
る
。

鷲
月
四
日
（
金
）

　
今
日
に
部
立
祭
日
で
点
播
随
一
の
ホ
リ
デ
ー
。
自
分
等
に
午
前
中
宅
に
居
穴
が

午
後
に
ボ
ス
ト
ン
の
中
央
公
園
へ
景
氣
為
見
に
行
っ
た
Q
偶
々
後
藤
田
氏
に
會
ひ

共
に
「
蛙
池
し
の
畦
に
立
っ
て
、
小
慣
れ
ち
の
美
し
い
パ
ゼ
ン
恥
な
見
、
そ
れ
．
か
ら

叉
、
蓮
動
揚
で
國
旗
下
降
式
為
見
送
。

夕
方
、
散
歩
σ
，
ブ
ソ
ン
デ
ス
通
り
の
安
藏
氏
方
に
川
上
、
西
郷
、
九
鬼
三
氏
も

居
ら
れ
ろ
の
に
會
つ
れ
。

七
月
五
日
（
土
）

　
朝
か
ら
、
天
丈
塵
で
、
マ
セ
ラ
ン
大
雲
中
の
攣
光
星
調
査
の
れ
め
、
A
M
篇
虞

（
ア
レ
キ
パ
の
一
吋
板
）
愁
集
め
て
見
れ
）
し
か
し
、
多
く
ば
曝
露
時
間
が
短
か
く

て
、
絵
り
役
立
ち
そ
う
に
も
な
い
。

　
夜
、
墓
所
で
爲
眞
の
焼
告
付
け
り

七
月
六
日
（
臼
）

　
朝
十
時
半
か
ら
、
ソ
デ
オ
で
W
D
丑
R
（
瀞
ス
ト
ン
の
ト
レ
モ
ン
ト
・
バ
プ
テ
ス

ト
敏
會
）
局
か
ら
來
ろ
禮
拝
高
き
く
。

　
午
後
、
び
る
れ
。
次
い
で
ハ
ー
ヅ
ー
ド
廣
揚
ま
で
散
歩
。

　
夜
、
川
上
、
西
郷
、
九
鬼
、
安
藏
四
奉
書
訪
、

幽
月
七
日
（
月
）

　
A
M
爲
眞
板
に
大
雲
の
憂
光
星
硯
究
に
全
く
役
に
立
六
な
い
こ
ぜ
が
明
ら
か
に

な
つ
六
Q
l
一
此
の
日
、
天
文
盗
に
九
十
三
度
の
暑
さ
。
天
文
墓
の
中
で
も
、
自

分
の
室
が
最
も
暑
い
場
所
に
な
っ
て
み
る
。

　
新
聞
に
橡
る
ビ
去
る
－
月
二
十
日
以
來
カ
リ
フ
ナ
ル
ニ
ア
の
ハ
ミ
ル
ト
ン
山
に

大
き
な
山
火
事
で
、
火
ば
最
近
潟
ス
ミ
ス
谷
ま
で
迫
っ
て
來
六
ミ
い
ふ
。
リ
ク
天

二
二
の
安
4
一
が
心
配
で
あ
ろ
Q

囎
月
八
日
（
火
）

　
暑
く
て
、
仕
事
が
手
に
付
か
な
い
Q
午
後
四
時
頃
。
宅
に
昂
る
。

喰
月
九
日
（
水
）

　
天
丈
峯
で
に
此
頃
、
C
館
に
自
働
撤
水
管
潜
取
り
付
け
六
，
ろ
平
め
、
多
く
の
職

人
が
働
い
て
み
て
、
槌
の
音
が
や
か
ま
し
い
。
婦
人
連
ぱ
皆
何
所
へ
か
退
却
し
て

了
り
六
ら
し
い
Q

　
英
子
の
ピ
ア
ノ
練
習
振
リ
が
大
ぶ
ん
上
逮
し
表
。

　
ソ
デ
ナ
で
驚
い
て
見
る
亡
、
ニ
ウ
ヨ
ー
〃
に
於
け
る
数
量
以
來
の
デ
モ
ク
ラ
ト

黛
大
鷺
に
於
い
て
、
今
日
第
百
三
回
目
の
投
票
に
よ
り
、
～
W
デ
ヂ
ス
氏
が
大
統

領
候
補
者
に
學
げ
ら
れ
ろ
こ
ε
に
な
つ
カ
Q

　
今
E
午
後
四
時
か
ら
、
自
分
に
ジ
エ
フ
ア
ソ
ン
實
験
揚
で
ラ
イ
マ
ン
教
授
の
門
最

ご
三



翻

近
の
物
理
學
」
ε
い
ふ
講
演
を
吾
㌔
く
Q

七
月
十
日
（
木
）

　
W
S
ア
ダ
ム
ス
氏
に
逡
る
六
め
、
天
文
墓
で
、
太
陽
硯
究
の
改
正
論
文
た
タ
イ

プ
す
る
。

　
瀞
ス
ト
ン
匡
此
頃
R
P
O
E
の
大
臣
で
大
露
量
な
し
て
み
る
。

　
新
聞
で
に
、
パ
リ
の
ナ
リ
ン
ビ
ク
競
技
に
始
め
て
日
本
人
の
名
が
見
え
て
ゐ
象

恕
月
十
襯
日
（
金
）

　
夕
方
、
天
蚕
蔓
の
ミ
ス
・
ウ
ヅ
た
招
い
て
晩
餐
な
共
に
し
、
後
散
歩
。
空
に
九
月
が

明
ろ
い
Q
ミ
ス
・
ウ
ヅ
か
ら
［
月
中
の
美
人
」
た
指
示
し
て
貰
つ
雲
。
な
ろ
ほ
こ
言
に

れ
て
見
れ
ば
左
様
見
え
な
い
こ
建
も
無
い
が
、
吾
々
に
に
「
兎
」
も
正
々
捨
て
難
い

　
夜
、
T
G
フ
ロ
シ
ン
が
大
佐
の
書
い
染
「
ジ
ユ
ソ
ト
ラ
ン
ド
沖
の
海
戦
記
」
か
よ

む
Q
謬
れ
で
見
ろ
ぜ
、
総
て
の
鮎
に
於
い
て
、
心
良
海
軍
よ
り
も
猫
逸
海
軍
の
方

が
優
れ
力
手
並
で
あ
る
。
　
　
窓
外
潜
、
「
汽
笛
一
匹
・
…
…
－
」
の
血
道
唱
歌
の
曲

な
ロ
笛
で
吹
音
な
が
ら
通
っ
て
み
る
人
が
あ
ろ
。

七
月
十
二
日
（
土
）

　
新
し
い
太
陽
論
文
出
自
上
る
。
題
に
。
り
。
岩
ω
℃
匿
ぎ
日
窪
9
詮
議
。
口
㎝
び
①
ヨ
Φ
窪

爵
①
Q
Q
9
霞
o
O
暴
β
馨
碧
餌
陣
げ
①
ぽ
ま
σ
q
冨
℃
甑
ロ
p
o
江
琶
団
団
亡
し
、
直
ち
に
ア
ダ
ム
ス

氏
に
逡
る
。

　
夕
方
、
安
藏
、
川
上
、
九
鬼
、
西
郷
四
氏
に
、
宅
で
晩
餐
た
饗
し
、
そ
れ
か
ら

十
踊
時
頃
ま
で
話
す
〇

七
月
十
三
日
（
日
）

＋
一
時
か
ら
ボ
ス
ト
ン
W
N
A
C
局
た
通
じ
て
、
聖
ボ
ー
ル
堂
の
禮
拝
を
音
く

　
夜
、
H
W
メ
ー
ビ
ー
氏
の
「
現
在
及
び
蒋
來
の
日
本
」
な
よ
む
。
日
本
の
歴
史
的

丈
化
が
現
代
及
び
將
來
の
日
本
の
背
景
で
あ
る
ピ
い
ふ
黙
か
高
調
し
て
み
ろ
鮎
に

於
い
て
、
歎
ケ
月
以
前
か
ら
自
分
が
考
へ
て
る
糞
所
ぜ
全
く
一
致
し
乳
見
解
で
あ

る
六
め
、
大
に
同
感
で
あ
っ
糞
Q
今
ま
で
讃
ん
だ
内
で
、
之
れ
程
の
見
方
を
し
て

み
ろ
人
に
、
｛
米
國
ば
勿
論
…
日
本
に
・
も
右
帰
ろ
ビ
に
思
ば
れ
か
…
い
〇

七
月
十
四
日
（
月
）

　
終
日
、
天
象
壷
）

　
夜
、
高
山
、
大
橋
爾
晟
來
訪
。

二
四

七
月
十
近
日
（
火
）

　
午
後
五
時
か
ら
英
子
に
プ
ラ
ン
〃
方
へ
手
助
ひ
に
行
き
、
夕
方
着
工
後
、
二
人

で
散
歩
し
つ
」
、
北
ケ
ン
プ
リ
ヂ
へ
法
音
、
ハ
ー
ブ
ー
ド
等
量
で
活
斎
忌
々
見
る

七
月
十
山
ハ
日
（
水
）

　
午
後
八
時
過
ぎ
か
ら
、
天
文
壷
で
に
大
學
の
夏
期
學
生
の
嵩
め
に
講
演
會
が
催

さ
れ
、
ミ
ス
・
カ
ノ
ン
が
「
天
丈
賃
上
に
於
け
る
最
近
の
諸
獲
見
」
ビ
題
し
て
、
實

ば
主
に
ペ
ル
ー
・
ア
ン
キ
パ
の
土
産
ば
な
し
な
ご
た
し
れ
Q
集
ま
つ
雲
斎
も
、
必

ず
し
も
學
生
ぜ
に
限
ら
な
い
O
例
に
よ
つ
て
、
お
な
じ
み
の
善
男
善
女
も
多
か
つ

表
。
英
子
も
出
席

七
月
十
隔
日
（
木
）

　
今
日
に
天
煙
塵
で
讃
書
す
。

　
夕
方
、
散
歩
Q
元
の
宿
の
ハ
ー
ル
バ
ー
ト
方
や
田
中
氏
方
か
訪
れ
六
Q
田
中
氏

方
で
は
始
め
て
宮
崎
氏
に
七
つ
六
。

七
月
十
八
日
（
金
）

　
天
文
蜜
の
圖
書
係
ミ
ス
・
ウ
ヅ
が
F
G
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
の
「
聖
地
定
シ
リ
ア
」
亡

い
ふ
新
刊
な
貸
し
て
呉
れ
ら
れ
六
の
で
、
今
夜
か
ら
少
し
づ
㌧
讃
む
ご
定
、
す
る

今
秋
の
聖
地
旅
鱒
仁
牡
の
祝
灯
い
準
槽
淵
だ
差
扇
心
一
ひ
つ
、
〇

七
月
十
九
日
（
土
）

　
終
日
、
天
丈
墓
。

　
夜
、
川
上
西
郷
爾
氏
來
訪
。

七
月
二
十
日
（
日
）

　
英
子
少
々
疲
螢
の
氣
味
な
の
で
、
在
宅
Q
生
爪
B
電
池
が
使
ひ
盤
さ
れ
て
、
今

日
の
レ
デ
ナ
禮
舞
に
駄
目
。

　
夕
方
、
ハ
ー
ブ
｝
ド
廣
揚
ま
で
散
歩
Q

需
月
二
十
隔
日
（
月
）

　
朝
、
プ
ラ
ン
〃
夫
人
が
訪
問
鈴
た
な
ら
さ
れ
乳
が
、
何
分
に
も
飴
り
早
か
つ
云

の
で
、
遂
に
會
に
な
か
つ
六
。

　
天
丈
壷
で
に
、
少
し
方
面
た
愛
へ
て
、
襯
測
室
屈
折
問
題
な
調
べ
る
Q
近
頃
の

測
地
學
上
の
實
際
問
題
ε
し
て
に
、
託
の
方
面
亡
」
恒
星
赤
諌
（
殊
に
固
有
蓮
動
）

問
題
が
最
も
や
か
衷
し
い
o
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昨
n
口
の
4
小
成
緒
俘
ト
・
、
り
て
、
、
今
口
H
午
後
陣
μ
瀞
ス
ト
ン
へ
電
池
か
・
買
ひ
に
ド
行
く
〇

七
月
二
†
二
日
（
火
）

　
午
後
五
二
か
ら
英
子
匡
プ
ラ
ツ
ク
方
へ
。

　
夕
方
、
高
山
氏
來
訪
。
騨
経
痛
だ
定
言
っ
て
弱
っ
て
ゐ
ら
れ
る
Q
そ
れ
で
、
折

角
英
子
の
作
つ
六
食
事
な
認
め
な
い
で
館
ら
れ
六
。

七
月
二
†
三
日
（
水
）

　
午
後
四
時
か
ち
、
例
週
の
通
ヨ
、
ジ
ェ
フ
ア
ソ
ン
實
瞼
揚
へ
科
外
講
演
奄
斗
こ

に
行
く
。
今
日
ば
ケ
ン
プ
ル
助
教
授
御
得
意
の
量
子
論
で
あ
っ
六
が
、
此
の
人
の

官
葉
に
純
ア
メ
リ
カ
式
の
な
ま
り
が
多
く
て
、
わ
か
り
に
く
い
。

　
夕
方
、
散
歩
の
つ
い
で
に
大
橋
君
定
高
山
君
ビ
を
訪
問
。
高
山
君
に
ば
聖
書
の

蹴
明
な
し
れ
り
し
カ
。

七
月
■
剛
†
四
日
（
木
）

　
此
頃
ば
暑
さ
が
つ
ジ
い
て
、
毎
日
寒
暖
計
に
九
十
三
四
度
に
上
る
。
天
造
肇
で

　
　
　
　
　
　
　
　
レ
電
ニ
ツ
セ
ン
ス

ふ
電
、
ニ
ゥ
カ
ム
著
「
追
．
想
鍼
．
雇
よ
み
出
し
六
ら
、
面
白
く
て
亡
う
一
午

後
の
牛
日
た
費
し
て
し
ま
つ
糞
。

七
月
二
十
子
日
（
金
）

　
暑
い
・
適
言
っ
て
も
、
日
本
に
比
べ
る
芝
、
空
氣
の
灘
度
が
霊
地
に
少
な
い
か
ら

全
く
し
の
げ
な
ギ
こ
建
に
無
い
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
日
申
に
九
＋
四
度
ぐ
ら
み
に

上
っ
て
斜
な
協
堪
え
…
難
い
O
此
一
唄
の
自
分
ば
朝
九
時
渦
個
ぎ
に
天
文
婁
へ
行
碁
、
十

二
時
牛
国
恥
宅
、
午
餐
後
一
寸
ひ
る
れ
し
て
、
午
後
四
丁
が
ら
再
び
天
丈
璽
へ
行

く
霊
決
め
れ
。

　
今
日
午
後
、
天
文
憂
の
書
棚
で
ア
ン
ド
ル
ー
・
タ
ル
コ
ソ
ト
の
傳
な
見
付
け
て

重
ん
だ
。
緯
度
魏
測
に
用
ゐ
ら
れ
る
例
の
タ
〃
コ
ン
ト
法
ば
彼
れ
が
米
國
の
、
・
シ

ガ
ン
、
オ
ハ
ヨ
爾
洲
境
界
為
天
測
し
て
み
る
頃
一
八
三
四
年
に
早
見
し
六
も
の
だ

亡
〇
七
月
呂
十
六
日
（
土
）

　
夕
食
に
ほ
安
藏
、
川
上
、
西
郷
三
茂
為
落
懸
、
其
の
後
十
｝
時
牛
ま
で
話
す
。

西
郷
氏
の
飛
行
機
に
乗
つ
穴
話
し
匡
全
く
面
白
か
つ
六
〇

七
月
一
一
幸
七
日
（
日
）

　
朝
十
時
、
加
藤
氏
が
ミ
ス
小
揚
の
葬
式
の
通
知
欺
た
持
塗
さ
れ
六
Q
そ
れ
で
、

先
づ
丘
ハ
に
朗
…
食
を
食
べ
、
午
後
二
蒔
・
か
ら
h
　
ボ
ス
ト
ン
市
ト
レ
モ
ン
ト
涌
7
葬
戎

揚
へ
行
く
Q
こ
、
に
日
本
人
亡
米
人
亡
合
ぜ
て
三
十
人
ば
か
り
が
集
ま
り
、
心
ば

か
り
の
式
を
螢
む
。
死
ん
だ
人
の
爾
親
は
加
州
に
居
ら
れ
ろ
の
で
あ
る
が
、
勿
論

此
の
式
の
問
に
に
合
別
な
い
。
皆
短
か
い
問
の
友
達
仲
間
の
み
に
よ
っ
て
葬
式
が

行
に
れ
六
の
ば
誠
に
憐
れ
で
あ
っ
糞
。

七
月
二
十
八
日
ハ
月
）

　
夕
方
、
ミ
ス
・
カ
ノ
ン
定
ミ
セ
ス
・
マ
ー
シ
ャ
ル
ビ
が
連
れ
立
っ
て
、
宅
へ
訪
ね

て
來
ら
れ
た
。
細
に
が
き
な
見
ぜ
昇
り
篇
眞
な
見
ぜ
賜
り
、
し
て
一
時
問
飴
り
の

時
た
費
す
。
ミ
ス
・
カ
ノ
ン
ば
二
天
家
で
あ
り
。
ミ
セ
ス
・
マ
ー
シ
ャ
ル
匡
兎
角
思

案
勝
ち
の
雪
質
菰
の
だ
か
ら
、
二
人
共
に
興
昧
た
惹
く
や
う
な
話
に
誠
に
む
つ
か

し
い
。

敷
月
二
十
九
日
（
火
）

　
天
丈
台
で
ば
事
務
窒
の
ミ
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
新
ド
レ
ー
パ
i
星
表
の
最
終
巻

為
配
布
し
て
ま
ば
っ
て
み
ろ
、
出
れ
で
、
い
よ
く
前
後
十
四
年
秘
費
し
れ
ミ
ス

カ
ノ
ン
の
大
事
業
も
完
成
し
糞
わ
け
だ
Q

　
夜
、
八
時
よ
り
、
天
丈
盛
で
ば
天
文
ク
ラ
ブ
の
集
會
が
あ
り
、
キ
ン
グ
助
教
授

が
「
土
星
亡
木
星
し
に
つ
い
て
講
演
し
、
其
の
後
、
十
五
吋
望
古
鏡
で
來
會
者
一
同

匡
木
星
堅
甲
六
。

　
會
が
果
て
て
、
自
分
等
二
人
に
A
8
マ
〃
り
ー
ン
氏
夫
妻
に
誘
ほ
れ
、
、
自
働
車

で
市
街
為
ト
ラ
イ
ヴ
し
、
遽
に
ボ
ス
ト
ン
ま
で
も
行
つ
☆
。
餅
途
、
ケ
ン
プ
リ
ヂ

の
セ
ン
タ
ー
あ
雲
り
に
可
な
り
大
き
な
火
事
潜
車
上
か
ら
見
ろ
。

七
月
昌
昌
十
日
（
水
）

　
今
ま
で
の
内
で
今
日
が
最
も
暑
い
。
午
前
申
に
九
十
五
度
に
上
っ
て
了
つ
六
Q

　
夜
、
F
G
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
著
「
聖
地
ビ
シ
”
ア
し
讃
了
〇

七
月
三
十
一
日
（
木
）

　
午
後
三
時
か
ら
、
自
分
に
B
館
の
暗
室
で
幻
燈
書
な
作
る
。
之
れ
は
雪
目
ダ
ー

ト
マ
ス
大
學
に
於
け
み
天
交
學
會
に
於
い
て
讃
む
論
丈
の
れ
め
に
使
ふ
も
の
で
あ

ろ
〇
五
時
か
ら
本
丈
を
タ
イ
プ
す
る
Q
題
に
留
匿
。
ぎ
け
。
ω
8
m
乱
卑
噌
塞
Φ
馨
7

　
來
月
の
ト
ロ
ン
ト
に
於
け
る
英
國
理
學
大
會
に
欝
回
す
る
こ
ぜ
葎
思
ひ
止
ま
る

こ
ビ
」
す
ろ
。

二
五


